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藤
樹
人
間
学
塾
…

藤
樹
思
想
を
学
び
考
え
実
践
す
る

塾
　
長
　
田
中
　
清
行

　
二
月
四
日
（
土
）、
三
月
四
日
（
土
）、

　
四
月
八
日
（
土
）、
五
月
十
三
日
（
土
）

　
■
時
間
　（
原
則
）
十
五
時
～
十
七
時

　
■
場
所
　（
原
則
）
安
曇
川
公
民
館

藤
樹
人
間
学
塾
　
今
後
の
予
定

　
　
加
者
は
大
阪
、
京
都
か
ら
参
加
の
方

　
　
を
入
れ
て
十
名
で
し
た
。

⚫
テ
キ
ス
ト

　

中
江
藤
樹
著
『
鑑
草
』
の
第
三
巻

の
第
三
話
、
第
四
話
、
第
五
話
。

⚫
今
日
の
ポ
イ
ン
ト

・
徳
に
よ
る
政
治
は
、
洋
の
東
西
を
問

わ
ず
国
民
か
ら
広
く
深
く
支
持
さ
れ

長
く
続
く
。

・
嫉
妬
は
三
毒
（
貪
瞋
痴
）
の
瞋
（
怒

り
）
の
一
つ
で
危
な
い
性
格
。
が
ん

ば
っ
て
相
手
の
幸
福
を
喜
ぶ
よ
う
に

す
る
し
か
な
い
。

⚫
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・「
ヨ
ガ
の
研
究
で
三
毒
に
よ
り
身
体

が
病
気
に
な
る
こ
と
が
科
学
的
に
証

明
さ
れ
つ
つ
あ
る
」

・「
人
は
何
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た

の
か
。
半
ば
は
自
分
の
幸
せ
の
た
め

に
、半
ば
は
他
人
の
幸
せ
の
た
め
に
、

　
「
藤
樹
人
間
学
塾
」
で
は
、
藤
樹
先
生

の
著
書
を
中
心
に
思
想
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
時
事
問
題
と
組
み
合
わ
せ
て
皆
で
議

論
し
な
が
ら
考
え
を
深
め
、
日
々
の
生
活

の
場
で
実
践
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
そ
の
模
様
を

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

■
　
九
月
、
第
百
二
十
九
回
人
間
学
塾
の

　
　
参
加
者
は
七
名
の
参
加
で
し
た
。

⚫
テ
キ
ス
ト

　

中
江
藤
樹
著
『
鑑
草
』
の
第
三
巻

序
、
第
一
話
、
第
二
話

⚫
今
日
の
ポ
イ
ン
ト

　

嫉
妬
す
る
の
は
自
己
中
心
的
で
、

嫉
妬
を
超
越
す
る
の
は
利
他
の
心
が

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
利
他
を
実

践
さ
れ
た
稲
盛
和
夫
氏
の
言
葉
か
ら

全
員
で
考
え
る
。

⚫
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・「
私
な
ら
夫
が
浮
気
を
し
た
ら
そ
の

理
由
を
話
し
合
っ
て
原
因
を
掴
み
、

対
処
す
る
。
稲
盛
さ
ん
の
話
は
真
理

で
素
晴
ら
し
い
」

・「
男
が
相
手
の
男
に
嫉
妬
す
る
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
仕
事
上
で
の
嫉
妬
も

あ
る
。
他
方
で
嫉
妬
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
ら

れ
て
有
意
義
だ
っ
た
」

■
　
十
月
、
第
百
三
十
回
人
間
学
塾
の
参

を
目
指
し
て
い
る
」

・「『
鑑
草
』
は
、『
中
庸
解
』
と
全
く

違
う
が
「
人
を
見
て
法
を
説
く
」
藤

樹
先
生
の
思
考
の
深
さ
に
感
銘
を
受

け
た
」
塾
の
後
、
場
所
を
変
え
て
六

人
で
楽
し
い
懇
親
会
を
行
い
ま
し

た
。

■
　
十
一
月
、
第
百
三
十
一
回
人
間
学
塾

　
　
の
参
加
者
は
大
阪
か
ら
の
参
加
の
方

　
　
を
入
れ
て
八
名
で
し
た
。

⚫
テ
キ
ス
ト

　

中
江
藤
樹
著
『
鑑
草
』
の
第
三
巻

の
第
六
話
～
第
八
話
。

⚫
今
日
の
ポ
イ
ン
ト

・
嫉
妬
も
怒
り
。
他
の
良
い
と
こ
ろ
を

認
め
た
く
な
い
気
持
ち
。
怒
り
が
生

じ
る
と
喜
び
を
失
う
。

・
怒
り
を
な
く
す
に
は
、「
私
が
怒
っ

て
い
る
」
で
は
な
く
「
私
に
怒
り
が

あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
怒
り
を
客

観
視
す
る
。

・
天
地
い
っ
ぱ
い
に
生
か
さ
れ
て
い
る

ご
恩
返
し
と
し
て
、
精
一
杯
の
こ
と

を
し
よ
う
。

⚫
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・「
日
本
人
の
農
耕
民
族
の
良
さ
が
近

年
の
個
人
主
義
の
高
ま
り
に
よ
っ
て

壊
さ
れ
る
の
を
危
惧
す
る
」

・「
自
分
を
客
観
視
す
る
こ
と
や
同
事

は
難
し
い
が
挑
戦
す
る
意
味
が
あ
る

し
挑
戦
し
た
い
」

■
　
十
二
月
、
百
三
十
二
回
人
間
学
塾
は

　
　
大
阪
、
京
都
か
ら
の
参
加
の
方
を
入

　
　
れ
て
五
名
で
し
た
。

⚫
テ
キ
ス
ト

　

中
江
藤
樹
著
『
鑑
草
』
の
第
三
巻

不
嫉
妬
毒
報
の
第
九
話
、
総
評

⚫
今
日
の
ポ
イ
ン
ト

・
怒
り
が
生
ま
れ
た
瞬
間
、
か
ら
だ
に

猛
毒
が
入
っ
て
し
ま
う
。
怒
る
人
は

病
気
に
な
っ
て
治
ら
な
い
。
怒
り
が

生
ま
れ
た
ら
、
怒
り
が
あ
る
自
分
を

観
察
す
る
と
怒
り
が
収
ま
る
。

・
見
返
り
も
期
待
せ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
他
人
を
助
け
る
こ
と
に
、
時
間

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
人
た
ち
に

は
、
ス
ト
レ
ス
や
憂
鬱
に
苦
し
む
率

が
は
る
か
に
少
な
い
ら
し
い
。
し
た

が
っ
て
長
寿
を
得
ら
れ
る
。

⚫
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・「
怒
り
を
収
め
る
方
法
と
し
て
は
深

呼
吸
す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、

新
し
い
気
づ
き
が
あ
っ
た
」

・「
見
返
り
を
期
待
せ
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
す
る
と
い
う
話
は
、
中
桐
万
里

子
さ
ん
の
テ
イ
ク
・
ア
ン
ド
・
ギ
ブ

の
話
と
つ
な
が
っ
た
」

　

等
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
間
学
に
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。


